
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タンザニアがんばる生産者を応援！ 

特典付き！アフリカ布がわかる（タンザニアバティック編） 

オンライン・ワークショップ 報告書 

 

コロナ禍で収入減の現地生産者を支援 

ダルエス・サラームからライブ中継 

 

日時：  2022 年 6 月 26 日（日）17：00～18：30 日本/ 11:00～12：30 タンザニア 

中継地：タンザニア・ダルエスサラーム ティンガティンガ村/ オンライン開催（ZOOM） 

参加人数：14 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



《プログラム》 

 

⚫ スライド/日本 

アフリカの布がわかる －多様なアフリカのテキスタイル－   

アフリカ布の種類、アフリカ布の使い方、２つの民族布（特徴・使い方・日本とのつながり）アフリカの布

の魅力とは？  

⚫ スライド/タンザニア －タンザニアのバティックができるまで－ 

タンザニア概要、タンザニアの人気のアフリカ布（カンガ、キテンゲ、バティック）、バティック製作女性

グループ、バティックができるまで、現状と課題  

⚫ 動画/タンザニア 

ダルエスサラーム市内、アフリカンファッションとヘアー、バティック製作風景（各工程）、マーケッ

トでの販売の様子、縫製やテーラーたちの様子 

⚫ ライブ中継でレクチャー/タンザニア 

アフリカ布の使い方を現地の人にライブで教えてもらう 

⚫ ライブ中継で交流/タンザニア 

参加者からの質問を通して現地のテーラーさんと交流 

⚫ 参加者とのフリートーク（希望者のみ） 

 

  



アフリカ理解プロジェクト（ARP）あいさつ 

アフリカとライブでつなぐワークショップ、今回の舞台もタンザニアです。テーマは《アフリカ布がわかる～

タンザニアバティック編～》 

今回は 3 月に開催されたワークショップの第 2 回目の開催です。 

スタッフ織田みなこの進行で、ARP 白鳥くるみからあいさつした後、日本のスタッフを紹介しました。 

 

タンザニアからライブ中継であいさつ 

 

タンザニアとつないでライブ中継をし、メンバーがあいさつをし、ティンガティンガ村から村の様子をみせて

もらいました。タンザニアは、南半球なので平均気温は 26 度と、一年のうちで一番日照時間が短い、涼しい

時期です。お手製のバティックドレスのマリアナさん（マテレカン工房テーラー）、そしてお気入りのキテン

ゲドレスのダイアナさん（ティンガティンガアーティスト）、 前回ティンガティンガアートで講師を務めて

くれたライモンドさんも協力してくれています。 

村のアーティストたちともあいさつをし、絵を描いている様子を拝見し、マンボ―（元気？）、ポア（元気！）

とあいさつをかわしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

スライド解説 

『アフリカの布がわかる－多様なアフリカのテキスタイル－』 

 

「アフリカの布の基礎知識」としてアフリカ全体の様子を ARP の白鳥くるみが説明。 

 

《主な内容》 

アフリカ大陸には、多様な布があ

ります。「パーニュ」はアフリカ

ンワックスプリント・キテンゲや

チテンゲとも呼ばれますが、ここ

では現地で使われるパーニュと

いう言葉を使います。この「パー

ニュ」や「カンガ」のように世界

的に知られる民族布から古い歴

史をもつ「絞り染め」や「ろうけ

つ染め」まで様々です。ブリティ

ッシュ・ミュージアムには、4500

種類ものアフリカの布（テキスタイル）が所蔵されています。この多様な布を《アフリカ布の種類、アフリカ布

の使い方、２つの民族布（特徴・使い方・日本とのつながり）、アフリカの布の魅力とは？》について解説。 

 

アフリカの布には、アフリカの国々の歴史や文化、また植民地化が大きくかかわっています。アフリカの人たち

にとって民族布やファッションは、装飾や実用性だけでなく、「文化、宗教、考えや主張、エンパワメント、つ

ながり、アイデンティティ」を表すことがあります。アフリカの布やファッションは「多様であり」、装飾や実

用性だけではない「メッセージを発する布」です。こんなところも魅力のひとつだと思います。 

 

  



スライド解説『タンザニアのバティックができるまで』 

 

       

 

続いて、タンザニア在住のサポーターが、

「タンザニア概要、人気のアフリカ布（カ

ンガ、キテンゲ、バティック）、バティッ

ク製作女性グループ、バティック製作から

～販売まで、現状と課題」をスライドで説

明。つづけて動画でアフリカンファッショ

ンとヘアー、バティック製作の各工程、マ

ーケットでの販売、縫製とテーラーたちの様子を紹介しました。 

※今回の撮影もコロナ禍で収入減になったカメラマンに撮影を依頼しました。またバティックの製作工程は撮

影禁止となっていますが、今回キガンボニ女性協同組合から、特別許可をいただき撮影することができました。 

  

  

  

バティックができるまでには、複数の工程が必要です。たくさんの工程があるバティック製作は、更に昔なが

らの天日干しのため、天候に左右されること、一点一点手作業のため同じ色・デザインの再現が難しいという

課題もあります。また、中国業者の台頭も迫っています。タンザニアの人たちは、色使いで、原産地を見分け

られるようで、ナイジェリア産など、アフリカ産を好んで購入する傾向があります。 



  

染料の使用は、SDGｓの観点からすると、ファッション業界全体

で改善すべき課題があると思います。ですが、アフリカでは、必要

な洋服を必要なだけ作るオーダーメイドの文化が浸透しており、

気に入ったものを大切に使うアフリカの文化にはよいところも多

くあります。生産者、消費者として、作る責任、使う責任がありま

すが、まずは、このように商品の製作工程や背景にあるストーリ

ーを知ることから、支援・改善につなげていきたいと思います。 

 

タンザニアとライブ中継「アフリカ布の使い方」 

このコーナーでは人気の着方、ヘッドスカーフの巻き方、赤ちゃんの負ぶい方など、「アフリカ布の使い方」

をマリアナさんとダイアナさんにライブで教えてもらいました。 

 

 

ライブ中継で交流 

ここからは、参加者からの質問を通した交流の時間です。 

参加者全員にあらかじめ送ったバティック柄の手縫いマルシェバック。これを製作したマテレカン工房のマリ

アナさんへ質問をしながら交流しました。 

 

・東田さん 

Q:図柄を考案する時に何かヒントにされている事、物がありますか？ 

例えば 自然とか身近な生活で使う物、家畜などとか？ 

A:※バティック製作グループへの質問だが、マリアナが事前に確認して、回答。 

通常、このグループでは、スタンプを使ってデザインを作っています。一つのバティックに２つ程度のスタン

プを使っています。ロウを飛ばしたり、マーブル模様など、ワックスの技術も使ってデザインします。アフリ

カの伝統模様や、花や木、葉などや、動物の模様などを表現することがあります。 

 



・大竹さん 

Q:キガンボニ地域での染色はいつ頃から行われていますか？ デザインは各工房ごとに特徴的なものがある

のでしょうか？伝統的なデザインにはどのようなものがありますか。 

また、植物など天然染料を利用して染色することはありますか。 

A:バティックは、オランダが植民地時代にインドネシアからアフリカに持ち込んだものです。 

キガンボニでは、３０年ほど前から女性たちが製作を始めたようです。 

それぞれのグループは、デザインや染めの手法は、各工房ごとに工夫をこらしています。 

キテンゲのように同じデザインを繰り返したものと、ドレス用に全体で一つの大きなデザインにしているもの

があり、ドレス用のほうがよりデザインに工房ごとのオリジナリティが出ます。 

伝統的なデザインには、自然をテーマとしたもので、木や葉、花、フルーツなど植物の図柄があります。 

バティックで天然染料は使っているところは見かけませんが、タイダイなどの絞り染めや織物などで天然染料

を使うところもあるようです。 

 

・櫻井さん 

Q:現在タンザニアの若者（女性・男性）の間ではどんなアフリカ布のファッションが流行しているのでしょう

か。 

A:・タンザニアではアラブ系、インド系、中華系、アフリカ系、ヨーロッパ系など、色々な国籍の人が多様性

のなかで住んでいる。宗教や民族によっても好みは色々。 

ムスリムは必ずスカーフをかぶるが、ムスリム以外は、アフリカンヘアーを見せたいので、 

ヘッドスカーフはしないタンザニア人が多い。 

オーダーメイドが一般的で、赤と黒の組み合わせや、黄色と黒の組み合わせ、国旗の色である青、緑、黒の組

み合わせも人気です。一番重要な色は黒です。 

また、最近の若者の日常ファッションでは、あまり鮮やか過ぎない明度を下げた、クールカラーも人気です。

青、緑、グレー、赤などどの色でもよいですが、黒をまぜてトーンダウンしたスタイリッシュなモダンカラー

も流行っています。 

 

また、参加者からは、色々なコメントをいただきました。 

 

・小山さん バティック染めは思ったよりも複雑な工程で、背景を知ると愛おしく感じます。着物をやってい

たことがあり、着物にもろうけつ染めがありますが、実際の製作工程を見たことがなかったので、動画もみれ

てよかったです。 

 

・保科さん いただいたバティックは日常使いに愛用しています！自分のもらったバティックは動画のもの

よりもっと複雑な工程で作られていそう。作り方をもっと知りたいです。カンガなど、男性はシャツに仕立て

たりするようだけれど、男性の巻き方や使い方などに興味があります。 

⇒（ARP）今日のニュースでも取り上げられていましたが、アフリカンファッションが流行っています。ぜひ、

アンケートに男性の視点から商品へのご意見や感想などをご記入ください。 

 

・斉藤さん 動画で製作工程や生産者の顔も観れてよかったです。色落ちするのか気になります。 

⇒（ARP）一回目は色落ちするので他の洋服などとは一緒に洗わないほうがよいですが、バティック自体はじ

ゃぶじゃぶ洗っても、色が変わらず、丈夫です。 



 

タンザニアのみなさんと参加者のみなさんで楽しい交流の時間になりました！ 

 

SDGｓの 12 番目は「責任をもって使う」です。「だれが、どう作ったのか」「だれが、どう売っているか」

そうした背景を知ることは、私たちがものへの愛着を深め、長く使い続けていくことにつながるのではないか

と思っています。本日の講座が、みなさまの「理解の一助」になっていれば幸いです。 

 

このあと希望者のみ 15 分間のフリートーク時間を設けました。講座のなかで質問できなかったことや布の説

明など、参加者とスタッフで和気あいあいと楽しい時間を過ごしました。 

 

参加者特典 

参加者特典１として、参加者全員に、タンザニアの生産者が手づくりした「バティック布のマルシェバック」

を送付しました。また、特典２では、「タンザニア・アフリカで生産された布」が購入できる頒布リストをお

送りしました。 

 

みなさん、ご参加ありがとうございました！ 

 

 

 

 

  



参加者アンケート回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 


